
 

令和５年度 学校教育アンケート並びに学校関係者評価委員会の結果  
 

１ 児童・保護者アンケートの結果と分析・改善策 
 

R5年度　児童アンケート学校全体集計

1 学校は楽しいですか。

2 友達を大切にしなかよくしていますか。

3 漢字や計算の力がついてきていますか。

4 家でも決まった時間進んで勉強していますか。

5 「はやね、はやおき、あさごはん」ができていますか。

6 自分から進んで気持ちの良いあいさつをしていますか。

7 授業の内容がよく分かりますか。

8 よい姿勢に気をつけて学習に取り組んでいますか。

9 進んで発表するなど、授業を頑張っていますか。

10 タブレットは学校のルールを守って使えていますか。

11 授業ではタブレットを積極的に使っていますか。

12 そうじはだまって時間いっぱいまでできていますか。

13 家で、おてつだいを進んでしていますか。

14 家に帰ってから、進んで読書に取り組んでいますか。

15 　おうちの人と学校のことをよく話していますか。

16 　地域の行事に積極的に参加していますか。

よくできている・・・Ａ　　できている・・・Ｂ　　あまりできていない・・・Ｃ　　できていない・・・Ｄ
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＜児童アンケートについて＞ 

・全体的に「よくできている」「できている」と感じている児童が増えている。 

・「学校は楽しい」「友達と仲よく」の項目は、高い評価となっている。 

・「漢字や計算の力がついてきている」、「自分から進んで気持ちの良い挨拶をしている」と

いう児童が増えている。 

・「家に帰ってから、進んで読書に取り組んでいる」は、昨年度に比べ、増えている。 

・「家庭学習」「よい姿勢に気を付ける」「タブレットのルールを守る」「そうじの態度」 に

やや課題が見られる。 

・「地域行事への参加」については、新型コロナウィルスが５類に移行となり、地域行事に

参加する機会が増えてきている。 



Ｒ５年度　保護者アンケート学校全体集計

1 子どもは楽しそうに学校に通っている。

2 子どもは友達を大切にし、仲よく生活している。

3 子どもは学校で学習したことが身についている。

4
子どもは、家庭学習がよくできている。
(1.2年30分　3.4年45分　5.6年60分)

5 子どもは基本的な生活習慣が身についている。

6 子どもはあいさつや返事がよくできる。

7 子どもは正しい言葉遣いができている。

8 学校は、分かりやすく楽しい学習指導に努めている。

9
学校は、積極的にタブレットなどのICT機器を授業で活用して
いる。

10 学校は、子ども･保護者の悩みや相談に適切に対応している。

11
学校は、人権感覚が育まれる教育を行い、いじめのない学校
づくりに取り組んでいる。

12
学校は、学校便りや学年便り、ホームページなどで教育の様
子を分かりやすく伝えている。

13 学校行事（参観日･運動会など）が適切に実施されている。

14
学校と家庭と地域が一体となって、子どもたちの教育を行って
いる。

15 学校は、施設設備などの学習環境が整えられている。

16 家庭で子どもと学校のことについて話し合っている。

17 PTA活動や学校行事に積極的に参加している。

18 子どもは家でよくお手伝いをしている。

19
   ゲームやテレビ、スマートフォンの時間は、家庭でルールを決
めて守れている。

A…とてもよく当てはまる　　Ｂ…当てはまる　　Ｃ…あまり当てはまらない　　Ｄ…当てはまらない　　Ｅ…分からない
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＜保護者アンケートについて＞ 

・全体的に昨年度と変わらない評価を得ているが、ポイントが下がった項目が増えた。 

・「授業でのＩＣＴ機器の活用」については、大変評価が高く、保護者も実感している。 

・「家庭学習」、「生活習慣の定着」の評価が低くなっている。 

・「正しい言葉遣い」「いじめのない学校づくり」など、道徳的なものに関する評価が低い。 

・コロナウィルス５類移行により、学校行事も通常開催となり、評価が高くなっている。 

・「ゲームやテレビ、スマートフォンの時間」についての評価は、低くなっている。 

 

 



２ 北中校区学校運営協議会における委員の意見（３校の評価を踏まえて） 
・アンケート結果について 

今年度も３校ともに、朝ご飯を食べる、テレビやゲーム、スマホの時間を決めるなど、家庭で 

の教育に関することに課題が見られる。学校や家庭において、子どもたちがＩＣＴ機器を効果的 

に活用している一方で、使用時間やルールについて課題が見られる。定期的に情報モラルに関す 

る授業等を行ったり、家庭への啓発プリントを配布したりするとよい。 

 

・ 学校評価アンケートの回収方法について 

中学校の保護者対象のアンケートの回収率が低いことから、今後回収率を高めるための手立て 

について議論した。中学校では、ＱＲコードを活用したアンケート、小学校では、紙媒体を活用 

したアンケートを行っている。今後、各校の成果と課題を情報共有し、回収率１００％に向け、 

回収方法を工夫していく。 

   

・ 北中校区のボランティア活動について 

北中校区で実施している夏と冬の２回のボランティア活動や各公民館主催の活動に、多数の北 

中学生が積極的に活動している。その活動している姿からも生徒たちのボランティア意識の高さ 

が見られ、大変感心している。このような活動は、地域と交流し、地域を大切にする態度の育成 

にもつながる良い機会になるので、今後も継続して行ってほしい。 

   

・ 防災を通して、今後の地域とのつながりについて 

コロナ禍前に、一度北中校区に中学生が小学校に訪問し、合同の防災訓練学習をしていた。 

しかし、学校行事等により、日程の確保が難しく、それ以降実施していない。しかし、今後の 

南海トラフ等の防災対策として、小中連携で行うことは必要である。 

新居浜小校区では、公民館主催で８月に防災キャンプ、９月に防災運動会を実施した。北中生 

が積極的にリーダーとなり、地域の方と協力し、運営に携わった。いろいろな体験活動を行うこ 

とができ、参加した児童生徒や地域の方は、充実した一日となった。事前の計画の時から、北中 

生も参加し、大変助かった。地域全体の防災意識を高める良い機会となった。来年度、近隣の保 

育園と一緒に合同避難訓練や地域と連携した防災参観日を実施する予定である。 

そこで、来年度も公民館の活動と連携した防災訓練活動を各小学校単位で継続して実施してい 

く。この活動を通して、今後も先輩の姿を見た小中学生が地域のリーダーとして活躍できるよう 

に育成していく。 


